
（案） 

令和６年２月２９日  

前橋市長 山 本   龍  様 

 

前橋市社会福祉審議会  

委員長 鈴 木 利 定      

 

まえばしスマイルプラン（老人福祉計画・第９期介護保険事業計画）の策定について（答申） 

 

令和３年１０月２９日付けで、諮問のあった標記のことにつきまして、下記のとおり

答申いたします。 

 

記 

 

現在、わが国では高齢化が急速に進行し、少子化による人口減少が進んでいます。こ

れにより、前橋市においても約１５年後には高齢者人口がピークに達し、ひとり暮らし

高齢者や認知症高齢者の増加に伴い医療・介護の需要が一層増加・多様化すると予想さ

れています。 

こうした状況の中、前橋市は、令和３年度から令和５年度までの３年間を計画期間とす

る第８期まえばしスマイルプランにおいて、「地域における連携強化」、「高齢者を支える

生活支援体制の構築」、「介護予防・健康づくりの推進」、「認知症高齢者支援の充実」、「サ

ービスの充実と暮らしの基盤の整備」、「安定した介護保険制度の運営」という目標を掲げ

て各事業に取り組んでおり、本審議会の高齢者福祉専門分科会では、その進捗状況と評価

の報告を受け、意見を述べてまいりました。 

その中で、現時点では目標達成に向けて途上段階にあり、事業の実施、評価、改善とい

った、いわゆるＰＤＣＡサイクルの流れを継続的に行うことが重要であると理解しました。

ただし、各事業の内容や進め方、事業単位の目標については、第８期計画期間中の検証を

基に見直しを行う必要があります。 

 

以上のことから、本審議会としては、引き続き以下の５点の実現を重視し、諸施策に

取り組んでいただきたいと思います。 

 

１ 地域の連携強化と生活支援体制の構築 

 

２ 介護予防・健康づくりの推進 

 

３ 認知症高齢者支援の充実 

 

４ サービスの充実と暮らしの基盤の整備 

 

５ 安定した介護保険制度の運営 

 

前橋市社会福祉審議会 

高齢者福祉専門分科会長 牛久保 美津子 
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